
組合会議長
尾上正範氏
（東長崎支部）

組
合
会
の
開
会
に
あ
た
り
、

理
事
会
を
代
表
し
て
佐
藤
理
事

長
は
、
国
の
令
和
七
年
度
国
保

組
合
に
係
る
補
助
金
の
状
況
と

補
助
金
確
保
へ
の
ハ
ガ
キ
要
請

行
動
へ
の
御
礼
。
ま
た
、
健
康

保
険
証
の
新
規
発
行
の
廃
止
後

の
対
応
な
ど
本
年
度
取
り
組
む

べ
き
事
業
や
課
題
等
に
つ
い
て

報
告
と
協
力
方
へ
の
お
願
い
が

あ
り
ま
し
た
。

議
事
に
つ
い
て
は
、
昨
年
九

月
の
臨
時
組
合
会
で
議
長
に
再

任
さ
れ
た
尾
上
正
範
議
長
（
東

長
崎
支
部
）
の
進
行
の
下
、
令

和
六
年
度
決
算
見
込
等
の
報
告

の
後
、
令
和
六
年
度
補
正
予
算
、

令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び
歳

入
歳
出
予
算
案
（
二
面
参
照
）

な
ど
、
全
六
議
案
が
提
案
さ
れ
、

本
年
四
月
か
ら
の
保
険
料
を
含

む
新
年
度
予
算
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
役
員
の
退
任
に
伴
い
、

選
出
規
程
に
基
づ
き
後
任
の
役

員
選
出
が
行
わ
れ
、
藤
原
保
弘

氏
（
諫
早
副
支
部
長
）
が
選
出

さ
れ
た
旨
、
本
組
合
会
に
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

令
和
六
年
度
決
算
見
込

令
和
六
年
度
は
、
予
算
編
成

当
初
、
医
療
費
の
伸
び
を
前
年

度
比
四
・
六
六
％
と
見
込
み
、

不
足
す
る
支
出
経
費
約
二
億
七
、

〇
〇
〇
万
円
を
保
険
料
の
引
き

上
げ
と
基
金
の
繰
入
に
よ
り
補

う
予
算
編
成
と
し
た
と
こ
ろ
で

す
。同

年
度
の
決
算
見
込
に
お
い

て
、
令
和
六
年
度
医
療
費
の
伸

び
は
、
上
半
期
医
療
費
の
実
績

及
び
年
度
後
半
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
流
行
に
よ
る
影
響
を
考
慮

し
、
前
年
度
比
二
％
増
と
見
込

み
、
予
算
当
初
を
下
回
る
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
決
算
剰

余
金
と
し
て
は
、
二
億
四
、
九

二
六
万
円
と
な
る
見
込
み
で
す

が
、
前
年
度
繰
越
金
等
を
除
い

た
単
年
度
収
支
で
は
、
約
七
、

〇
〇
〇
万
円
の
黒
字
と
な
る
見

込
み
で
す
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

令
和
七
年
度

保
険
料
据
置
き

令
和
七
年
度
の
支
出
見
込
み

で
は
、
高
齢
者
の
医
療
費
や
介

護
給
付
費
が
全
国
的
に
毎
年
増

加
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
て
、

当
組
合
が
負
担
す
る
後
期
高
齢

者
支
援
金
や
介
護
納
付
金
に
つ

い
て
は
影
響
額
を
加
味
し
た
予

算
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一

般
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
過
去

三
ヵ
年
度
の
医
療
費
の
実
績
と

令
和
六
年
度
の
医
療
費
推
計
を

勘
案
し
、
前
年
度
比
二
・
七
七

％
増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

一
方
、
収
入
面
で
は
、
国
庫

補
助
金
の
定
率
分
は
前
年
度
並

み
の
補
助
水
準
で
試
算
し
、
普

通
調
整
補
助
金
は
令
和
四
年
度

の
所
得
調
査
の
結
果
に
よ
り
減

額
が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
国
の

省
令
に
基
づ
き
算
出
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
試
算
を
踏
ま
え
、

現
行
の
保
険
料
額
で
算
出
し
ま

す
と
単
年
度
収
支
で
約
六
、
〇

〇
〇
万
円
の
不
足
が
生
じ
る
見

込
み
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
厳

し
い
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、

令
和
六
年
度
決
算
見
込
み
に
よ

る
繰
越
金
で
補
う
こ
と
と
し
、

令
和
七
年
度
の
保
険
料
に
つ
い

て
は
、
今
日
の
建
設
業
を
取
り

巻
く
厳
し
い
状
況
を
勘
案
し
、

据
え
置
く
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。
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令
和
七
年
度

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

第110回
組合会

令和7年度賦課区分別保険料（月額）
（単位：円）

令和7年度保険料
改定幅

現行据置き

（単位：円）
改定幅

現行据置き

1．医療分及び後期高齢者支援金分保険料

計

18，600円

24，100円

28，300円

12，100円

15，300円

5，100円

2．介護分保険料
令和7年度保険料

3，400円

支援金分

3，900円

5，000円

5，900円

2，500円

3，400円

1，300円

医療分

14，700円

19，100円

22，400円

9，600円

11，900円

3，800円

区 分

40～65歳未満の者（一人につき、5人を限度）

区 分

第1種（賃金・給与で就労する組合員）

第2種（建設業許可等を有しない事業主）

第3種（建設業許可等を有する事業主）

第4種（第1種組合員で22歳未満の者）

第5種（第1種組合員で30歳未満の者）

家族1人につき（5人を限度）

種 別

組合員基本保険料

家 族 保 険 料

種 別

第2号被保険者

令 和 7 年 度 保 険 料 決 定

3
去
る
二
月
二
十
八
日
（
金
）、
建
設
技
能
会
館
（
建
設
長
崎
本
部
）
に
お
い
て
、

各
支
部
選
出
の
組
合
会
議
員
二
十
八
名
（
定
数
三
十
七
名
）
の
出
席
の
下
、
第
一
一

〇
回
組
合
会
が
開
催
さ
れ
、
令
和
六
年
度
補
正
予
算
、
令
和
七
年
度
事
業
計
画
及
び

歳
入
歳
出
予
算
な
ど
、
提
案
さ
れ
た
全
議
案
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
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歳　

入

歳　

出
（100％） （100％）

繰越金
（6.3%）

前期高齢者交付金
（7.8%）

国民健康保険料
（43.9%）

国庫支出金
（38.9%）

繰入金（0.0%）
共同事業交付金（3.1%）

諸収入等（0.0%）

保険給付費
（61.6%）

組合会費及び総務費
（2.7%）

後期高齢者
支援金

（17.9%）介護
納付金
（6.8%）

共同事業拠出金
（3.9%）

保健事業費
（2.1%）

予備費及び諸支出金等（5.0%）

令
和
七
年
度
の
支
出
予
算
計

上
額
は
、
法
定
に
基
づ
く
後
期

高
齢
者
支
援
金
や
介
護
納
付
金
、

一
般
医
療
費
の
伸
び
（
二
・
七

七
％
増
）
を
含
む
保
険
給
付
費

等
の
支
出
経
費
を
見
込
み
、
総

額
三
九
億
五
、
三
五
七
万
六
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

収
入
で
は
、
現
行
保
険
料
収

入
と
、
国
庫
補
助
に
つ
い
て
は

現
行
補
助
率
定
率
三
十
二
％
、

（
健
保
適
用
除
外
者
は
医
療
費

十
三
％
、
後
期
と
介
護
分
は
十

六
・
四
％
）
で
見
込
ん
だ
と
こ

ろ
単
年
度
収
支
で
五
、
九
八
七

万
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
不
足
す
る
財
源
に
つ
い

て
は
、
令
和
六
年
度
決
算
見
込

み
に
よ
る
繰
越
金
に
て
補
填
す

る
こ
と
と
し
た
予
算
と
な
っ
て

い
ま
す
。

来
年
度
（
令
和
七
年
度
）
の

政
府
予
算
案
が
昨
年
十
二
月
二

十
七
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
組
合
員
の
命
綱
で
あ
る
建

設
国
保
の
安
定
運
営
と
保
険
者

機
能
の
発
揮
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
国
保
組
合
関
係
の
来

年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
財
務

省
の
厳
し
い
査
定
の
中
、
仲
間

の
皆
様
や
地
元
選
出
国
会
議
員

の
ご
尽
力
に
よ
り
現
行
補
助
水

準
を
確
保
で
き
る
見
通
し
と
な

り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
夏
と
秋

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
に
お
い
て
も
仲
間
と

ご
家
族
の
皆
様
の
「
建
設
国
保

は
必
要
だ
。」
と
い
う
切
実
な

思
い
が
予
算
確
保
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
仲
間
と
家
族
の
皆
様

に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。来

年
度
の
長
建
国
保
の
事
業

運
営
を
巡
る
背
景
と
し
て
、
来

年
四
月
か
ら
の
少
子
化
対
策
の

財
源
の
一
つ
と
し
て
、
医
療
保

険
料
と
一
緒
に
「
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
金
」
が
保
険
料
と
し

て
徴
収
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
昨
年
十
二
月
二
日
で
保

険
証
の
新
規
発
行
が
廃
止
さ
れ
、

保
険
証
に
代
わ
り
「
資
格
確
認

書
」、
或
は
「
資
格
情
報
の
お

知
ら
せ
」
を
各
自
毎
の
登
録
状

況
（
マ
イ
ナ
保
険
証
登
録
済
か

否
か
）
に
基
づ
く
交
付
事
務
等

を
は
じ
め
と
し
た
マ
イ
ナ
保
険

証
関
連
の
実
務
の
適
正
な
管
理

運
用
等
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
ま
す
。
特
に
保
険
証
廃
止
で

は
、
長
年
親
し
ん
で
き
た
保
険

証
が
無
く
な
り
仲
間
の
皆
様
に

は
組
合
に
対
す
る
帰
属
意
識
の

低
下
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
は
、

医
療
機
関
窓
口
等
で
ご
不
便
を

お
か
け
し
な
い
よ
う
今
後
も
適

切
な
対
応
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。こ

の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に

令
和
七
年
度
の
事
業
運
営
と
し

て
は
、
医
療
費
高
騰
や
高
齢
者

支
援
金
並
び
に
介
護
費
用
の
負

担
増
が
見
込
ま
れ
る
中
、
保
険

給
付
事
業
や
健
康
保
持
・
増
進

の
た
め
の
保
健
事
業
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
す
が
、
所
要
の
財

源
は
皆
様
か
ら
の
保
険
料
収
入

と
国
庫
補
助
を
基
本
と
し
、
不

足
す
る
財
源
に
つ
い
て
は
令
和

六
年
度
決
算
で
見
込
ま
れ
る
剰

余
金
で
全
額
賄
う
こ
と
と
し
、

令
和
七
年
度
に
お
い
て
は
保
険

料
の
引
き
上
げ
は
行
わ
な
い
こ

と
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

何
よ
り
も
仲
間
と
ご
家
族
皆

様
の
健
康
が
第
一
で
す
。
来
年

度
も
保
健
事
業
と
し
て
、
特
定

健
診
や
巡
回
健
診
、
人
間
ド
ッ

ク
他
、
各
種
助
成
事
業
を
実
施

し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
下
さ

い
。
健
診
結
果
で
保
健
指
導
の

対
象
に
な
っ
た
際
も
安
心
し
て

組
合
指
定
の
医
療
機
関
（
医
師
、

保
健
師
）
に
ご
相
談
下
さ
い
。

長
建
国
保
は
、
こ
れ
か
ら
も

仲
間
の
た
め
の
医
療
保
険
と
し

て
、
仲
間
の
健
康
づ
く
り
と
安

定
運
営
を
目
指
し
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
組
合
員
並
び

に
ご
家
族
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

令
和
七
年
度
保
健
事
業

▼
特
定
健
診
・
保
健
指
導

生
活
習
慣
病
を
中
心
と
し
た

疾
病
予
防
の
た
め
、
特
定
健

診
・
保
健
指
導
を
実
施
し
ま
す
。

県
下
六
七
〇
の
医
療
機
関
で

受
診
で
き
ま
す
。

▼
組
合
巡
回
健
診

受
診
機
会
を
確
保
す
る
た
め
、

日
曜
日
を
利
用
し
た
組
合
巡
回

健
診
を
実
施
し
ま
す
。

▼
人
間
ド
ッ
ク
健
診

被
保
険
者
組
合
員
及
び
配
偶

者
の
方
を
対
象
に
、
人
間
ド
ッ

ク
健
診
（
一
泊
二
日
及
び
日
帰

り
）
を
実
施
し
、
自
己
負
担
額

を
除
く
健
診
費
用
を
助
成
し
ま

す
。

▼
特
別
健
診

希
望
者
を
対
象
に
特
定
健
診

の
際
、
肺
が
ん
予
防
の
た
め
の

胸
部
Ｘ
線
検
査
を
実
施
し
、
費

用
を
助
成
し
ま
す
。

▼
巡
回
健
診
時
の
各
種
オ
プ

シ
ョ
ン
検
査
費
用
の
助
成

巡
回
健
診
の
際
、
希
望
す
る

各
種
が
ん
検
査
等
を
受
検
し
た

場
合
、
そ
の
検
査
費
用
の
一
部

又
は
全
額
を
助
成
し
ま
す
。

▼
脳
ド
ッ
ク
検
診

脳
血
管
疾
患
の
リ
ス
ク
判
定

の
た
め
の
脳
ド
ッ
ク
検
診
に
係

る
費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

・
補
助
対
象
者
は
、
毎
年
の
四

月
一
日
現
在
で
四
〇
歳
以
上

の
被
保
険
者
で
す
。

・
補
助
金
額
と
し
て
、
検
査
費

用
が
二
万
円
を
上
限
に
費
用

を
補
助
し
ま
す
。

▼
歯
科
健
診

歯
・
歯
周
疾
患
の
予
防
と
生

活
習
慣
病
予
防
の
意
識
啓
発
を

図
る
た
め
、
歯
科
健
診
を
実
施

し
ま
す
。

・
健
診
対
象
者
は
、
四
〇
歳
以

上
の
被
保
険
者
（
特
定
健
診

の
対
象
者
）
で
す
。

・
健
診
費
用
は
組
合
が
全
額
負

担
し
ま
す
。

▼
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
助
成

新
型
及
び
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
た

場
合
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

▼
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
費

助
成組

合
員
が
事
前
に
手
続
き
を

行
い
、
長
建
国
保
が
指
定
す
る

施
術
院
で
鍼
・
灸
等
の
施
術
を

受
け
た
場
合
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

▼
指
定
温
泉
施
設
入
浴
料
金

の
割
引
と
助
成

組
合
が
指
定
す
る
温
泉
施
設

の
入
浴
料
金
を
安
く
利
用
で
き

る
割
引
及
び
補
助
券
の
発
行
を

行
い
ま
す
。（
補
助
券
は
長
建

国
保
組
合
員
一
世
帯
あ
た
り
二

〇
枚
を
限
度
に
交
付
し
一
回
に

つ
き
三
〇
〇
円
助
成
）。

▼
新
生
児
世
帯
へ
の
月
刊
情

報
誌
の
無
料
配
布

出
産
さ
れ
た
世
帯
に
対
し
、

赤
ち
ゃ
ん
の
健
や
か
な
成
長
の

た
め
の
月
刊
育
児
情
報
誌
を
無

償
配
布
い
た
し
ま
す
。

▼
健
康
優
良
家
庭
の
表
彰

組
合
員
、
家
族
の
健
康
管
理

促
進
事
業
と
し
て
、
年
間
無
受

診
世
帯
を
各
支
部
大
会
で
記
念

品
を
添
え
て
表
彰
し
ま
す
。

▼
そ
の
他
の
保
健
事
業

医
療
費
通
知
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ

ク
医
薬
品
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、
建

設
長
崎
が
行
う
ス
ポ
ー
ツ
大
会

等
へ
の
助
成
、
健
康
促
進
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
配
布
等
。

※
保
健
事
業
の
各
種
助
成
制
度

を
ご
利
用
の
方
は
、
所
属
支

部
事
務
所
、
又
は
長
建
国
保

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

令
和
七
年
度
か
ら
の
変
更
点

①
人
間
ド
ッ
ク
（
日
帰
り
）

の
自
己
負
担
額
の
変
更

②
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
費
用
の
助
成
額
の
変
更

③
常
備
薬
配
布
の
終
了

※
詳
細
は
、
改
め
て
組
合
新

聞
等
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

令令令令令令令令令令令
和和和和和和和和和和和
七七七七七七七七七七七
年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度

予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
算算算算算算算算算算算算算算算算算算算
総総総総総総総総総総総総総総総総総総総
額額額額額額額額額額額額額額額額額額額
三
九
億
五
、四
〇
〇
万
円

（単位：千円）
構成比
43．9
0．0
38．9
7．8
0．0
0．0
3．1
0．0
0．0
0．0
6．3
0．0

100．0

比 較
△67，881

0
△254，479
79，473
△194
0

17，611
0
0

△100，000
208，287
△493

△117，676

前年度予算額
1，801，704

1
1，790，820
229，899
779
2

105，293
7
1

100，000
40，980
1，766

4，071，252

本年度予算額
1，733，823

1
1，536，341
309，372
585
2

122，904
7
1
0

249，267
1，273

3，953，576

1．国民健康保険料
2．手数料
3．国庫支出金
4．前期高齢者交付金
5．出産育児交付金
6．県支出金
7．共同事業交付金
8．財産収入
9．寄附金
10．繰入金
11．繰越金
12．諸収入

歳 入 合 計

■歳入 （単位：千円）
構成比
0．1
2．6
61．6
17．9
0．0
6．8
0．0
3．9
2．1
2．0
0．0
0．1
2．9
100．0

比 較
79
543

△224，581
△20，181

12
△18，442

0
22，013
2，464
79，999

0
500

39，918
△117，676

前年度予算額
4，481
102，322
2，659，364
726，675
822

288，093
2

131，669
78，938

2
100
2，603
76，181

4，071，252

本年度予算額
4，560
102，865
2，434，783
706，494
834

269，651
2

153，682
81，402
80，001
100
3，103
116，099
3，953，576

1．組合会費
2．総務費
3．保険給付費
4．後期高齢者支援金
5．前期高齢者納付金
6．介護納付金
7．流行初期医療確保拠出金等
8．共同事業拠出金
9．保健事業費
10．積立金
11．公債費
12．諸支出金
13．予備費

歳 出 合 計

■歳出

保
健
事
業
で

健
康
づ
く
り

理
事
長佐藤

圭
介

グラフで見る歳入・歳出規模
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▼
資
格
確
認
を
実

施
し
て
い
ま
す

長
建
国
保
に
加
入
す
る
家
族

（
被
保
険
者
）
の
加
入
要
件
は
、

組
合
員
の
収
入
に
よ
り
そ
の
世

帯
に
属
す
る
ご
家
族
の
生
計
が

維
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
基
本

要
件
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

資
格
取
得
時
や
年
に
一
度
の
保

険
証
の
更
新
等
を
通
じ
て
、
ご

家
族
の
現
況
並
び
に
収
入
の
有

無
等
に
つ
い
て
証
明
書
類
等
に

よ
り
確
認
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
三
月
か
ら
四
月
に
か

け
て
は
就
職
等
、
ご
家
族
に
異

動
が
多
い
時
期
と
な
り
ま
す
。

こ
の
時
期
に
手
続
き
が
必
要
と

な
る
事
例
を
「
別
表
」
に
掲
載

し
て
い
ま
す
の
で
、
該
当
す
る

場
合
は
、
所
属
支
部
に
て
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
ご
注
意
下
さ
い

次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、

扶
養
家
族
（
被
保
険
者
）
に
該

当
し
ま
せ
ん

該
当
す
る
場
合
は
、
速
や
か

に
所
属
支
部
へ
届
出
下
さ
い
。

○
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
、
事

業
専
従
者
、
年
金
受
給
者
の

方
で
、
年
間
総
収
入
が
一
三

〇
万
円
（
六
〇
歳
以
上
は
一

八
〇
万
円
）
以
上
あ
る
方
、

又
は
見
込
ま
れ
る
方

※
年
間
総
収
入
に
は
自
営
の

事
業
所
得
金
額
も
含
み
ま

す
。

○
修
学
や
施
設
入
所
な
ど
一
定

の
要
件
を
除
き
組
合
員
世
帯

を
転
出
し
て
い
る
方
（
組
合

員
世
帯
の
住
民
票
を
異
動
し
、

異
動
先
で
生
活
し
て
い
る

方
）

○
組
合
員
ご
本
人
と
同
じ
建
設

業
に
従
事
し
て
い
る
方
、
又

は
法
人
役
員
と
し
て
従
事
し

て
い
る
方

○
就
職
し
健
康
保
険
証
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方

○
そ
の
他
、
組
合
が
扶
養
要
件

非
該
当
と
認
定
し
た
方

▼
被
保
険
者
証
等

は
必
ず
返
納
く
だ

さ
い

組
合
員
の
転
職
や
、
ご
家
族

の
就
職
等
に
よ
る
資
格
喪
失
後

は
、
対
象
者
の
被
保
険
者
証
等
、

限
度
額
適
用
認
定
証
及
び
高
齢

受
給
者
証
は
使
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

資
格
喪
失
の
手
続
き
の
際
、

返
納
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
組
合
員
・
家
族
の
資

格
喪
失
後
、被
保
険
者
証
等（
マ

イ
ナ
保
険
証
を
含
む
）
を
使
用

し
て
医
療
機
関
等
を
受
診
し
た

場
合
に
は
、
当
組
合
が
支
払
っ

た
医
療
費
に
つ
い
て
返
還
請
求

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
願
い
ま
す
。

※
被
保
険
者
証
等
と
は
「
被
保

険
者
証
」、「
資
格
確
認
書
」

の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

【別表】届出が必要となる主な事由 （令和7年3月1日現在）

提出いただく書類等

・収入がわかる書類
（その方の源泉徴収票
の写しなど）

・被保険者証又は資格確
認書

・雇用保険受給資格者証
（給付額の確認書類）

・被保険者又は資格確認
書

・学生証の写し、または
在学証明書

※新入学の方は在学証明書
を提出して下さい。

・施設入所等証明書

・被保険者証又は資格確
認書

・住民票謄本
・被保険者証又は資格確
認書

・就職先の健康保険証
※保険証の発行がない場合
は、「資格確認書」又は「資
格情報のお知らせ」

・被保険者証又は資格確
認書

※資格喪失証明書を発行し
ます。

・被保険者証又は資格確
認書

・住民票謄本

該 当 事 由

家族被保険者の年間総収入が130万円
（60歳以上は180万円以上）の収入が
ある、または超える見込みがある場合

雇用保険の失業手当（日額3，612円以
上）を受給する場合

組合員世帯の居住地を離れて大学等に
就学、または新たに居住地を離れて大
学等に進学する場合

組合員世帯の居住地を離れて施設等に
入所している、または新たに入所する
場合
③・④以外の理由で居住地を離れる場
合
※転出先の国民健康保険に該当

就職し、他の健康保険に加入した場合
（協会けんぽ、共済組合など）

市町村国保に加入する場合

被保険者証等記載の住所、氏名に変更
があった場合

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

扶
養
家
族
の
現
況
確
認

届
出
忘
れ
が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す

各種届出はお早めに ～組合員世帯に次のような理由で異動等が生じた時は組合へ届出をお願いします～
★下記届出にはマイナンバーが必要です。番号がわかるもの、本人確認書類等をお持ちください。
★被保険者証等とは「被保険者証」、「資格確認書」又は「資格情報のお知らせ」のことを指します。

提出期限

－

その都度

14日以内

14日以内

直ちに

14日以内

14日以内

その都度

その都度

14日以内

直ちに

その都度

その都度

14日以内

直ちに

直ちに

◎添付書類については、異動事由等により別途他の書類をお願いする場合があります。詳しくは長建国保事務局または組合各支部までお問い合わせ下さい。

添付いただく書類
（※別途個人番号が記載された書類が必要です）

■住民票謄本 ■現在加入の被保険者証等・就労証明書または就業届出書
■組合員本人名義のゆうちょ銀行（郵便局）の通帳の写
■建設業に従事している証明書類（別途お問い合わせ下さい）
※扶養家族がある方（該当する場合のみ）
・加入者ご本人の確定申告書の写し（配偶者・扶養控除の場合のみ）
・源泉徴収票等の収入金額がわかる書類
・パート等の給与支払（見込）証明書
・高齢受給者証・在学証明書・施設在園証明書など

■市町村国保の被保険者証等・住民票謄本 ■収入等が確認できる書類
■住民票謄本 ■会社の退職日がわかるもの
■離職証明書（基本手当額がわかるもの）
■被保険者証等
■住民票謄本または母子手帳の写（マイナンバーの確認書類を含む）
■被保険者証等（被保険者全員分）

■被保険者証等・就職先の健康保険証等の写

■被保険者証等・死亡診断書の写

■被保険者証等（転出の場合は住民票謄本要）

■被保険者証等、住民票謄本

■被保険者証等（被保険者全員分） ■住民票謄本
■紛失の場合…紛失の場合は最寄の警察署にも必ずお届け下さい
■破損の場合…破損した被保険者証等を添付して下さい
■被保険者証等・在学証明書

■被保険者証等・入所（入園）証明書

■健康保険適用除外承認申請書に組合員資格証明後、関係書類を
添えて所轄の年金事務所へ14日以内に届出下さい

■区分変更の内容が確認できる書類

■施設の入所証明書

提出いただく届出書等

加入申込書
被保険者資格取得届
療養付加金用ゆうちょ口座届兼同意書

被保険者資格取得届

被保険者資格取得届

被保険者資格取得届

被保険者資格喪失届
被保険者資格喪失届
被保険者資格喪失届
被保険者資格喪失届

被保険者資格喪失届

氏名・住所変更届

被保険者証等再交付申請書

修学・施設入所等届出書
修学・施設入所等届出書
健康保険適用除外承認申請書
（厚生年金取得届）
保険料賦課区分変更申請書

介護保険適用除外等該当・非該当届

こ ん な と き

○長建国保に組合員として新規に加入するとき
（建設長崎に加入する際は組合費等の自動振替用
の銀行通帳及び届出印など別途必要なものがあり
ます。）

○家族が市町村国保から長建国保へ加入するとき
○家族が会社（社会保険）を退職し、長建国保へ加
入するとき

○出産したとき

○長建国保を脱退するとき

○就職等で健康保険に加入したとき

○被保険者が死亡したとき

○市町村国保に加入するとき
○修学や介護等施設入所以外の理由で組合員世帯か
ら転出したとき
○住所、氏名が変わったとき

○被保険者証等を紛失・破損したとき

○修学のため親元を離れる場合

○介護、福祉施設等に長期入所（入園）する場合

○組合員が法人として事業を行うようになったとき

○保険料の賦課区分に変更が生じたとき
○40～65歳未満（介護第2号被保険者）で国が定め
る介護適用除外施設に入所するとき

■資格関係

※被保険者証等の更新時には、扶養家族皆様の資格等について、書類にて確認さ
せていただいています。
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加
入
資
格
の
適
正
化
対
策

健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認
が
必
要
で
す

健
康
保
険
法
に
よ
り
法
人
事

業
所
（
常
時
従
業
員
五
人
以
上

を
有
す
る
個
人
事
業
所
を
含
む
。

以
下
「
法
人
事
業
所
等
」
と
い

う
。）
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

険
（
健
康
保
険
と
厚
生
年
金
）

の
強
制
適
用
事
業
所
と
な
り
、

そ
の
事
業
主
に
は
年
金
事
務
所

へ
の
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
よ
う
な
場
合

に
は
、
法
人
事
業
所
等
の
事
業

主
は
、「
健
康
保
険
適
用
除
外

承
認
申
請
書
」
を
事
実
発
生
日

か
ら
十
四
日
以
内
に
所
轄
の
年

金
事
務
所
に
届
出
し
、
承
認
を

受
け
る
こ
と
で
、
健
康
保
険
の

適
用
は
除
外
さ
れ
長
建
国
保
に

加
入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
年
金
は
厚
生
年
金
が
適
用
）。

●
長
建
国
保
の
組
合
員
が
法
人

事
業
所
等
の
事
業
主
と
し
て

事
業
を
開
始
す
る
場
合
。

●
健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

を
受
け
て
い
る
事
業
所
が
新

た
に
雇
用
す
る
従
業
員
を
長

建
国
保
に
加
入
さ
せ
る
場
合

●
健
康
保
険
の
適
用
事
業
所
が

長
建
国
保
の
組
合
員
を
雇
用

し
た
場
合

●
個
人
の
事
業
所
で
、
長
建
国

保
の
加
入
者
を
含
む
従
業
員

数
が
常
時
五
人
以
上
と
な
っ

た
場
合

▼
申
請
は
事
実
発
生
か
ら

十
四
日
以
内

こ
の
健
康
保
険
適
用
除
外
承

認
申
請
書
は
、
事
実
発
生
（
雇

用
日
、
法
人
設
立
日
等
）
か
ら

十
四
日
以
内
に
年
金
事
務
所
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

や
む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り

十
四
日
以
内
に
届
出
が
で
き
な

い
場
合
に
は
、
理
由
書
の
添
付

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
や
む
を

得
な
い
理
由
に
は
、
天
災
地
変

や
事
故
、
事
業
主
の
入
院
や
家

族
の
看
護
、
登
記
等
の
事
務
手

続
き
、
離
島
他
、
事
業
主
の
責

に
よ
ら
な
い
事
由
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

▼
未
申
請
者
は
資
格
喪
失

健
康
保
険
適
用
除
外
の
承
認

申
請
を
し
な
い
者
は
、
健
康
保

険
適
用
除
外
未
承
認
者
と
み
な

し
、
長
建
国
保
の
組
合
員
（
被

保
険
者
）
資
格
は
喪
失
と
な
り
、

社
会
保
険
が
強
制
適
用
と
な
り

ま
す
。

健
康
保
険
適
用
除
外
承
認
申

請
を
希
望
す
る
事
業
主
の
方
は
、

速
や
か
に
申
請
手
続
き
の
上
、

年
金
事
務
所
の
承
認
を
受
け
て

下
さ
い
。
詳
細
は
組
合
各
支
部
、

又
は
長
建
国
保
ま
で
ご
相
談
下

さ
い
。

加
入
資
格
は
建
設
業
の
み

私
た
ち
の
組
合
は
、
建
設
業

に
従
事
し
て
い
る
建
設
労
働
者

職
人
の
た
め
の
組
合
で
あ
り
、

建
設
業
で
は
な
い
方
は
加
入
で

き
ま
せ
ん
。
組
合
で
は
、
加
入

資
格
の
適
正
化
対
策
と
し
て
職

種
の
点
検
・
確
認
を
日
常
的
に

実
施
し
て
い
ま
す
。

特
に
新
規
加
入
時
に
お
け
る

組
合
員
資
格
の
適
用
に
つ
い
て

は
、
職
種
が
確
認
で
き
る
書
類

の
提
出
や
自
宅
訪
問
を
行
う
な

ど
徹
底
し
た
適
正
化
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
加

入
後
に
転
職
し
建
設
業
と
は
異

な
る
職
種
に
就
い
た
場
合
も
そ

の
時
点
で
加
入
資
格
を
失
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
組
合
に

届
出
す
る
よ
う
周
知
に
努
め
て

い
ま
す
。

更
に
、
厚
生
労
働
省
に
指
導

に
基
づ
く
組
合
員
の
職
種
の
再

点
検
調
査
（
就
労
状
況
調
査
）

を
定
期
的
に
実
施
し
、
証
明
書

類
に
よ
る
職
種
の
点
検
・
確
認

に
努
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
組
合
は
今
後

も
引
き
続
き
職
種
の
点
検
調
査

や
異
業
種
の
紛
れ
込
み
防
止
等

も
含
め
て
、
資
格
の
適
正
化
対

策
の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

長
建
国
保
は
、
建
設
技
能
者

で
あ
る
組
合
員
の
た
め
の
国
民

健
康
保
険
で
す
。
こ
れ
ら
資
格

の
適
正
化
対
策
等
の
取
り
組
み

に
は
組
合
員
と
ご
家
族
の
皆
様

の
理
解
と
協
力
は
必
要
不
可
欠

で
す
。

私
た
ち
の
命
綱
で
あ
る
長
建

国
保
の
健
全
運
営
に
つ
き
ま
し

て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

証
明
書
類
の
提
出
は
お
済
で
す
か
？

〜
未
提
出
者
は
資
格
喪
失
〜

令
和
六
年
度
に
実
施
し
ま
し

た
組
合
員
就
労
状
況
調
査
（
組

合
員
資
格
再
点
検
調
査
）
に
つ

き
ま
し
て
は
、
調
査
対
象
組
合

員
の
皆
様
に
は
「
建
設
業
に
従

事
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る

書
類
」
の
提
出
を
お
願
い
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
提
出

さ
れ
て
い
な
い
組
合
員
の
方
は

早
急
に
所
属
支
部
へ
提
出
し
て

下
さ
い
。

な
お
、
提
出
さ
れ
な
い
場
合

は
、
組
合
加
入
の
無
資
格
者
と

し
て
被
保
険
者
証
等
を
返
還
の

上
、
資
格
喪
失
と
な
り
ま
す
。

証
明
書
類
等
、
ご
不
明
な
点
は

所
属
支
部
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
組
合
加
入
後
、
建
設

業
を
廃
業
ま
た
は
建
設
業
以
外

の
職
種
に
転
職
さ
れ
た
方
は
、

速
や
か
に
組
合
各
支
部
へ
届
け

出
く
だ
さ
い
。

所
得
調
査
の

実
施
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す

今
年
度
は
厚
生
労
働
省
に
よ

る
定
期
的
に
行
わ
れ
て
い
る
国

保
組
合
を
対
象
と
し
た
所
得
調

査
が
実
施
さ
れ
る
年
に
あ
た
り

ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
国
保
組
合
に

加
入
す
る
組
合
員
、
家
族
の
市

町
村
民
税
の
課
税
標
準
額
（
所

得
額
等
）
を
調
査
す
る
も
の
で
、

そ
の
結
果
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た

国
保
組
合
の
財
政
指
数
に
よ
り

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
普
通
調

整
補
助
金
の
補
助
率
を
判
定
す

る
た
め
の
調
査
で
す
。

調
査
対
象
は
各
都
道
府
県
が

政
令
で
定
め
た
方
法
で
抽
出
し

た
組
合
員
世
帯
（
二
千
世
帯
）

が
対
象
と
な
り
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
を
利
用
し
た
情
報
連
携
に

よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

実
施
の
際
は
、
組
合
員
並
び

に
ご
家
族
の
皆
様
の
特
段
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

被
保
険
者
証
等
の

有
効
期
限
は

7
月
31
日
で
す
。

今
、
お
持
ち
の
被
保
険
者
証

ま
た
は
資
格
確
認
書
の
有
効
期

限
は
七
月
三
十
一
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
。

本
年
の
保
険
証
の
更
新
に
つ

い
て
は
、
昨
年
十
二
月
の
健
康

保
険
証
の
新
規
発
行
が
廃
止
さ

れ
た
後
、
初
め
て
の
更
新
と
な

り
ま
す
。

本
年
は
、
保
険
証
に
代
わ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
マ
イ

ナ
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
た

め
の
登
録
状
況
に
よ
り
、
登
録

さ
れ
て
い
る
方
に
は
「
資
格
情

報
の
お
知
ら
せ
」
を
、
登
録
さ

れ
て
い
な
い
方
に
は
「
資
格
確

認
書
」
を
七
月
に
郵
送
に
て
交

付
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
改
め
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

建設長崎組合加入職種一覧表
タイル工
看板工
内装工
電気工

コンクリート圧送工
鉄骨工
断熱工
穿孔工
防蟻工
築炉工
建設溶接工
建設事務

左官
塗装工
表具工
屋根葺工
解体工
鉄筋工
ダクト工
フェンス工
木工機械工
ボーリング工
設計士
設備工

型枠大工
板金工
木工
サッシ工
土木工
石工
洗管工
軽天工
製材工
潜水工

建設機械運転士
測量士

建築大工
ブロック工
建具工
畳工
鳶工

建設作業員
配管工
外装工
造園工
防水工
清掃工
住宅機器

令
和
六
年
度

組
合
員
就
労
状
況
調
査

法
人
事
業
所
は
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